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背景とこれまでの進捗 

NICT は、VLBIを遠隔周波数比較技術の一つと位置づけ，GALA-Vと名づけた広帯域VLBIシステ

ムの開発を進めている[1]．GALA-Vは，国際VLBI事業(IVS)の提唱するVGOSの次世代の測地VLBI

技術仕様に準拠する広帯域観測を、アンテナの新規建設ではなく既存アンテナの改造で低コストに実

現できるように独自開発したシステムである。移設可能な小型アンテナ(口径2.4m)を計測のノードとして，

小型アンテナ間での測地と周波数比較を行うことができる．このシステムの特徴は，1)最新のデジタル技

術を駆使したRFダイレクトサンプリングにより計測システムの安定性を向上し，2) 3-14GHzの帯域に配置

した1GHzの周波数幅の4つのチャンネルを広帯域バンド幅合成[2]により合成して精密な群遅延計測を

行うこと．3)電波天体の観測では感度が低い小口径アンテナの弱点を補うため，大型アンテナと同時観

測し，点状電波源の閉合遅延がゼロとなる関係を利用して2組の遅延データから小型アンテナ間の遅延

量を算出するノード・ハブ方式[3]と呼ぶ方法により測地と，精密周波数比較を可能にする．  

2018年まで，産業技術総合研究所に小型アンテナ（MBL1）を設置し，NICT小金井本部の小型アン

テナ（MBL2）および，NICT鹿島34mアンテナを使って国内実証実験を行った．2018年夏からは，MBL1

をイタリアのINAFメヂチーナ局に設置し，イタリア国立計量研究所（INRiM）のYb光格子時計とNICTの

Sr光格子時計の比較実験を，8700kmの大陸間基線で開始している．ここでは，特に測地性能に限って

GALA-Vシステムによる2.4m小型アンテナ間のVLBI計測結果を報告する． 
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2.4mアンテナ間の測地VLBI観測  

直径2.4mの小型アンテナ（MBL1：A，MBL2：B）と鹿島34mアンテナ（O）の3局2基線（OA,OB）の観

測データから，小型アンテナAB基線の遅延量を求め，これを基線解析（calc/solve）している．産総研

（A）―小金井（B）の2.4mアンテナ間(70km)の基線長計測結果は，一次トレンドを除いたWRMS 

(Weighted Root Mean Square) で1mmであった(図1)．イタリアのメヂチーナ局に小型アンテナを移設し，

2018年10月より行ったVLBI観測のデータで得られる基線長を図2に示す．一次トレンドを除くVLBI結果

のWRMSは1.4cm程度であり，GNSSのPPP解析(NRCan CSRS-PPP) で得られた基線長とも整合的であ

る．大気の遅延校正には，VMF3を使用している．1980年から行われてきた可搬型小型VLBIの開発研

究の中で，2.4mアンテナ間のVLBI観測が大陸間距離で実現したのはこれがはじめてである．
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図１ 産総研（つくば）と NICT(小金井)の 2.4m 小型アンテナ間の測地 VLBI に
よる基線長計測結果．直線傾斜を除いた WRMS は約 1mm． 

 
図２ INAF(メヂチーナ)と NICT（小金井）の 2.4m 小型アンテナ間の VLBI 計測結果(●)
と GNSS 観測によるメヂチーナ・小金井間の基線長(NRCan CSRS-PPP 解析)結果(＋)． 


